
院長の言葉を胸に―
●佐藤 勝さん
　千葉大学病院は、妻
が２年間お世話になっ
た思い出の場所なんで
す。「病院は、受付の印
象でイメージが変わり
ます。ボランティアの
役割は、医師や看護師
等と同列です」という院
長先生のこの言葉を胸
に活動しております。

病棟の手伝いが欲しい
●野村 誠一朗さん
　長い大学病院勤務で
院内にはくわしいので、
月水金の週３回、外来
受付の介助と脳神経外
科病棟で車いすの患
者さんの搬送をしてい
ます。午前の病棟を手
伝ってくれる人が欲しいですね。

馴染みの患者さんも増えた
●安藤 善偉さん
　月２回ぐらい来る患者さんや馴染みの患者さんも多く、し
ばらく見ないと心配になります。顔を見るとホッとし、張り
合いを感じます。受付ホールの混雑もなくなりました。

役立てることがうれしい
●津村 弘美さん
　毎週金曜日、１階エレベーターホールが持ち場です。検査

室も多く、迷っている患
者さんをよく見かけま
す。案内は私に任せて
ください！皆様から元気
をもらっています。

退屈な入院生活に
善意の１万冊
●図書ボランティア
　川井 久美子さん
　田鎖 喜代美さん
　早崎 昭子さん
　毎週土曜日の午後２
時から４時まで、３階エ
レベーターホールで貸出
しをしています。約１万
冊の蔵書は、患者さん
や職員からの寄贈。平
日は、返却本の整理、消
毒をしています。

社会参加の楽しさがある
●渡辺 加代子さん
　病院事務の仕事やボランティア経験があるので、違和感
もなく社会参加の楽しさを味わっています。患者さんとの会
話も楽しく、体調や気持ちを考えながら接しています。

ピッタリのボランティア
●高嶋 和子さん
　帰りがけに「先ほどはありがとうございました」の声に、お
役に立ったかな―と嬉しい気持ちになります。知人からも

「あなたにピッタリのボランティアだわ」といわれます。

〈先輩ボランティアからメッセージ〉
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主
な
内
容

◦病院ボランティア大活躍
◦安全で質の高い医療を提供します（病院長 河野陽一）

◦＜看護部から＞
　やさしい心と専門技術を身につけた〈看護〉のスペシャリスト育成

◦＜コラム＞いのはな
◦＜薬剤部から＞院外処方せんＱ＆Ａ
◦看護師・助産師募集！
◦ミニニュース

◦＜フリートーク＞築かれた実績を基礎として、最先端医療に挑戦！（整形外科学教授　高橋 和久）

◦＜トピックス＞スギ花粉症は今や国民病

１面

２面

３面

4面

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
が
、
新

年
に
あ
た
り
当
病
院
の
こ
れ
か
ら
の
方
向

と
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

皆
様
も
お
気
付
き
の
よ
う
に
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
病
棟
の
東
側
に
新
病
棟
が

建
設
さ
れ
、
こ
の
５
月
に
開
院
の
予
定
で

す
。
そ
の
後
に
、
今
使
わ
れ
て
い
る
病
棟

は
、
小
児
科
、
小
児
外
科
、
産
婦
人
科
が

入
っ
て
い
る
母
子
棟
も
含
め
て
、
３
年
を

か
け
て
大
幅
な
内
部
の
改
修
工
事
に
入
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
棟
の
新
築
、
改
修
に
よ

り
、
病
室
の
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
の
増
員
を
進
め
て
お
り
、

各
病
棟
の
看
護
師
を
増
や
す
こ
と
で
看
護

体
制
を
強
化
し
、
新
た
な
病
棟
シ
ス
テ
ム

で
患
者
さ
ん
の
療
養
環
境
を
全
体
的
に
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

　

療
養
環
境
の
み
で
は
な
く
、
大
学
病
院

は
最
高
レ
ベ
ル
の
医
療
を
提
供
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
千
葉
大
学
医
学
部

は
、
高
度
の
専
門
性
を
持
っ
た「
が
ん
」治

療
に
関
わ
る
医
療
者
の
養
成
機
関
と
し
て

国
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
が
ん
の
診
療
体

制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
重
点
項
目
の
一
つ
に

位
置
づ
け
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
に
は
臨

床
腫
瘍
部
と
い
う
治
療
部
門
を
立
ち
上
げ
、

新
た
な
が
ん
治
療
を
担
う
体
制
を
整
え
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
再
生
医
療
、
移
植
医
療
、

免
疫
医
療
な
ど
、
多
く
の
先
端
医
療
の
開

発
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
そ
し
て
地
域

の
中
心
的
な
特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
医

療
へ
の
貢
献
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

安
全
で
質
の
高
い
最
良
の
医
療
を
提
供
し
、

皆
様
と
と
も
に
歩
む
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

安全で質の高い
医療を提供します

病院長 河野陽一

〈新年を迎えて〉

︿
院
内
の
案
内
﹀か
ら︿
患
者
さ
ん
の
介
助
﹀︿
院
内
図
書
貸
出
し
の
運
営
﹀な
ど

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍
！

　

闘
病
中
の
患
者
さ
ん
が
、
少
し
で
も
気

持
ち
よ
く
入
院
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ま

た
通
院
患
者
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
診
察
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
千
葉
大
学
病
院
で
は
、

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
活
動
は
、︿
院
内
の
案
内
﹀︿
車
い
す

利
用
者
の
介
助
﹀か
ら︿
リ
ハ
ビ
リ
室
へ
の

送
り
迎
え
﹀、
ま
た︿
院
内
図
書
貸
出
し
の

①
外
来
患
者
さ
ん
の
お
世
話

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
正
午
ま
で
の
間
、
１
階
の﹁
総
合
案
内
﹂

付
近
で
、
受
診
手
続
き

の
介
助
や
車
い
す
介
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
な
の
は
な
文
庫
の
運
営

　

毎
週
土
曜
日
午
後
２

時
～
４
時
ま
で
の
間
、

３
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
図
書
の
貸

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

③
入
院
患
者
さ
ん
の
お
世
話

　

７
階
東
病
棟

︵
脳
外
科
・
放
射

線
科
︶で
、
リ
ハ

ビ
リ
室
へ
の
車

い
す
で
の
搬
送

や
散
歩
の
付
き

添
い
、
話
し
相

手
を
し
ま
す
。

④
院
内
の
ご
案
内

　

一
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、﹁
？

案
内
﹂の
ノ
ボ
リ
を
立
て
た
車
イ
ス
に
乗
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
き
た
い
場
所
ま
で

ご
案
内
し
ま
す
。

⑤
小
児
科
病
棟
で
の
読
み
聞
か
せ

　

朗
読
奉
仕
の
会﹁
せ
せ
ら
ぎ
﹂の
メ
ン

バ
ー
が
、
２
ヵ
月
に
１
回
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
闘
病
中
の
子
供
た
ち
や
保
護
者
を

対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
さ
つ
き
保
育
園
で
の
紙
芝
居
と
昔
話

　

地
域
で
紙
芝
居
と
民
話
の
語
り
を
通
じ

て
活
動
し
て
い
る
方
々
が
、
月
２
回
大
学

職
員
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る﹁
さ
つ
き

保
育
園
﹂の
園
児
た
ち
に
、
紙
芝
居
や
昔
話

を
語
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

運
営
﹀や︿
院
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
作
品
展

示
﹀な
ど
、
ま
さ
に
多
彩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
前
の
技
能
を
生
か
し
、
好
き
な
こ
と
、

趣
味
を
生
か
し
て
、
快
適
な
病
院
づ
く
り

を
陰
で
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

何
よ
り
も﹁
人
に
感
謝
さ
れ
る
活
動
に
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
﹂と
い
う
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
共
通
の
思
い
。
あ
な
た
も
、
千
葉

大
学
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

⑦
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
相
談

　

月
１
回
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
病
気
の
た
め
、
キ
ズ
や
シ

ミ
、
シ
ワ
な
ど
が
で
き
て
し
ま
い
、
気
に
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

⑧
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
作
品
展
示

　

病
院
１
階
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
か

ら
母
子
棟
に
向
か
う
廊
下
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
院
内
で
患
者

さ
ん
の
散
歩
を
介
助
し
た
際﹁
こ
こ
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
し
て
、
患
者
さ
ん
が
気
軽
に
見

て
楽
し
め
る
も
の
が
あ
れ
ば―

﹂と
思
い
つ

い
た
の
が
発
端
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
外
来
ホ
ー
ル
で
の
演
奏

　

外
来
待
合
ホ
ー
ル
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
・

フ
ル
ー
ト
演
奏
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
今
回
ご
紹
介
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
中
で
現
在
①
②
③
④
⑧
⑨
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
、
そ
の
他
お
問
い
合

わ
せ
先
は

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

地
域
医
療
連
携
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
３-

２
２
２-

７
１
７
１

　
　
　
　
　

内
線
６
４
８
７
～
６
４
８
９

　

受
付
時
間
は
、
月
～
金

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
千
葉
大
学
病
院
で
行
わ
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。



〈
看
護
〉の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成

2008年１月　第12号

どこでも活躍できる人材に
●門川 由紀江

（副看護部長・教育研修室長）

　看護部が設置している「看護技術
研修室」では、マンツーマンで看護技
術指導をしており、その環境や設備
は、先進的な看護の研修にふさわし
いものに整備してあります。ここで学んだ看護師は、高い
志を身につけ、どこでも活躍できる人材に育っていきます。
　看護師は、患者さんや家族の代弁者であり、医師とのパ
イプ役も兼ねていることを忘れずに、仕事に励んでいただ
きたいと思っています。

キャリアアップをサポート
●菅原 聡美　（看護師長）

　クリニカルラダー段階に沿った独
自の院内研修（千葉大方式）で、新人
教育や２年目以降の継続教育プログ
ラムを研修委員会とともに企画・実
施しています。プロフェッショナル
な看護師として活躍できるシステム

で、キャリアアップをサポートする内容にもなっています。
また、医療の高度化に伴い看護師のストレスやメンタル面
でのサポートもしています。

がん患者のセルフケアも担当
●奥 朋子

（看護師長・がん看護専門看護師）

　４月採用の新人看護師の研修のほ
か、看護学生のインターンシッププ
ログラムの企画を担当しています。
また、がん看護専門看護師として、
外来や病棟のがん患者さんのセルフ
ケアや心理問題の相談、看護師への助言、指導もしていま
す。

中途採用者には即戦力の期待
●大野 朋加

（副看護師長・乳がん看護認定看護師）

　中途採用者の研修を担当しています
が、この中途採用の場合、その職歴
や経験、能力を的確に見きわめるの
が難しい。でも、何らかの技能を持っ

〔教育専任スタッフからメッセージ〕

経
歴
、
能
力
を

考
慮
し
て
配
属

■
中
途
採
用
者
教
育

　

即
戦
力
に
近
い

人
材
確
保
の
一
貫

と
し
て
、
中
途
採

用
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
そ
の

教
育
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
期
間
中

は
、
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
業

務
内
容
を
配
慮
し
、
定
時
に
帰
宅
で
き

る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
部
署
の
判
断

や
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
、
各
種
の
教

育
、
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
中
途
採
用
者
の
経
歴
や
実
践

能
力
を
考
慮
し
、
看
護
の
質
向
上
の
た

め
に
技
術
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

採
用
約
一
週
間
後

に
面
接
を
行
い
、

職
場
へ
適
応
で
き

る
よ
う
に
研
修
を

計
画
し
て
い
ま

す
。環

境
や

研
修
制
度
も
充
実

●
伊
藤　

香
代
子

（
７
階
東
病
棟　

中
途
採
用
者
）

　

学
生
時
代
、

実
習
先
病
院
の

脳
神
経
外
科
で

受
け
持
っ
た
患

者
さ
ん
が
後
遺

症
も
な
く
元
気

に
退
院
、
そ
の
喜
び
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
民
間
病
院
の
循
環
器

内
科
に
勤
務
後
、
大
学
病
院
の
脳
神
経

外
科
で
専
門
的
な
看
護
を
勉
強
し
た
く

て
希
望
。
最
新
の
治
療
や
看
護
方
法
に

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
環
境
や
、
研
修
制

度
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
魅

力
で
す
。

や
さ
し
い
心
と
専
門
技
術
を
身
に
つ
け
た

ているのは事実で、即戦力として大いに期待しています。

〈誕生の喜び〉が味わえるよう
●大堀 里美　（副看護師長）

　周産期母性科・婦人科・救急部を
担当しています。リスクのある妊婦
さんが多く、妊娠中から産後まで継
続的に関われるシステムを採用。誕
生の喜びを感じられるような指導を
サポートしています。
　また、時代の要請に応えながら、スタッフのモチベー
ションを高めていけるよう、助産師向けの専門的な研修会
を企画したり、ヨガの資格を生かして、スタッフのストレ
ス解消にも努めています。

多忙なプリセプターを支援
●荒屋敷 亮子　（副看護師長）

　小児病棟と手術室、精神神経科病
棟を担当しています。プリセプター
が困らずに新人指導ができるよう支
援したいと思い、研修の企画や実施
をしています。

　

心
の
こ
も
っ
た
看
護
と
先
進
医
療
を

支
え
る
高
度
な
看
護
技
術
を
、
責
任
を

も
っ
て
提
供
す
る
こ
と—

—

そ
れ
が
千

葉
大
学
病
院
看
護
師
の
使
命
で
す
。
そ

う
し
た
優
れ
た
看
護
師
を
育
成
す
る
た

め
、
新
規
採
用
お
よ
び
中
途
採
用
の
看

護
師
向
け
に
、
次
の
よ
う
な
教
育
・
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
育
・
研
修
の
拠
点
が﹁
看
護

技
術
研
修
室
﹂で
、
い
わ
ば
病
院
の
中

の
学
校
。
ま
た﹁
教
育
研
修
室
﹂に
は
、

ベ
テ
ラ
ン
の
教
育
担
当
副
看
護
部
長
を

千
葉
大
学
病
院
の
看
護
師
教
育
シ
ス
テ
ム

階
に
沿
っ
て
独
自
の
院
内
研
修
を
３
年

間
に
わ
た
っ
て
行
い
な
が
ら
仕
事
を
こ

な
し
て
い
く
た
め
、
最
短
の
ス
ピ
ー
ド

で
最
大
の
看
護
技
術
が
身
に
つ
く
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

ま
ず
採
用
さ
れ
た
１
年
目
は
、
大
学

病
院
職
員
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
、

職
場
環
境
に
適
応
し
、
よ
き
看
護
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
同
時
に
、
大
学
病
院
に

お
け
る
看
護
師
に
必
要
な
基
礎
的
な
看

護
技
術
を
習
得
し
、
看
護
過
程
に
基
づ

い
た
看
護
実
践
が
で
き
る
力
を
養
い
ま

す
。

　

２
年
目
は
、
看
護
過
程
に
基
づ
い
た

看
護
実
践
を
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
と
自
信
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
患
者
さ
ん
の
特
徴
を
ふ
ま
え
、
的

確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力
を
発
揮
す
る

実
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

３
年
目
に
な
る
と
、
看
護
過
程
に
基

づ
い
た
看
護
実
践
は
も
と
よ
り
、
自
己

管
理
を
含
め
、
職
業
的
自
立
が
可
能
な

実
力
を
備
え
た
看
護
職
へ
成
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
を
軸
に
広
が
る
患

者
さ
ん
や
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
医
師
と
の
す
き

間
を
埋
め
て
い
ま
す
。
主
治
医
に
は
相

談
し
に
く
い
が
、
看
護
師
な
ら
相
談
で

き
る―

と
い
う
患
者
さ
ん
も
多
く
、
自

分
の
治
療
だ
け
で
な
く
家
族
や
職
場
復

帰
な
ど
の
悩
み
、
再
発
な
ど
の
心
理
面

で
の
不
安
を
持
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師

は
そ
の
苦
し
み
に
寄
り
添
い
、
患
者
さ
ん

や
家
族
の
代
弁
者
に
も
な
り
ま
す
。
高

度
な
看
護
技
術
と
共
に
患
者
さ
ん
の
心

の
サ
ポ
ー
タ
ー
役
を
兼
ね
備
え
た
看
護

師
の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。

室
長
に
、
６
名
の
教
育
専
任
ス
タ
ッ
フ

が
待
機
し
、
新
人
教
育
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

独
自
の
院
内
研
修
で

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

■ 

新
人
教
育

　

千
葉
大
学
病
院
の
新
人
看
護
師
養
成

の
特
色
は
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
︵
看

護
師
の
臨
床
実
践
に
必
要
な
能
力
︶の
段

【プリセプター】… 新人看護師一人に対して先輩看護師がマンツーマンで教育・指導する方法。　【専門看護師・認定看護師】… 医療の高度化、専門化に対応し、高い水準の看護ができる看護師を日本看護協会が認定する。がん看護専門など９分野、乳がん看護認定など17分野ある。

教育専任スタッフの指導を受ける新人看護師〈看護技術研修室〉



http://www.ho.chiba-u.ac.jp/recruit.html

mini news
千葉大学病院ニュース

全てのエレベーターが
車椅子対応規格など性能アップ！

　本院のエレベーター
は設置後30年を経過
し、老朽化と運行効率
が低いことから、病棟
の8基および母子セン
ターの2基を更新する
ことになり、平成19年
7月から20年3月まで
の予定で工事を行っています。
　病棟は8基を2基ずつ4期に分け、母子センターは2基を１
基ずつ施工し、業務への影響を最小限におさえています。
　新しいエレベーターは、コンピューター制御による運行効
率改善、車椅子対応規格、速度アップ、非常時自動着床機能
付加（地震・停電時に最寄り階に停止し開扉する）など性能改
善が図られています。しばらくの間、ご不便をおかけします
がご理解ご協力をお願いします。

　昨年12月20日の夕方、千葉大学病院外来待合ホールで一
足早い「クリスマス・コンサート」が開かれました。サンタの
扮装をしたオーケストラのメンバーが奏でる名曲の数々に、
楽しみにしていた患者さんは、闘病生活を忘れてウットリと
聞き入っていました。
　この日ボランティア演奏をしていただいたのは、千葉大学
ゐのはな音楽部（黒川友哉部長、メンバー 60名）の「ゐのはな
オーケストラ」の皆さん。集まった約120名の患者さんや病
院関係者を前に「クリスマスメドレー」「きよしこの夜」でムー
ドを盛り上げ、さらに「オペラ座の怪人メドレー」や「となり
のトトロ」などおなじみの7曲を演奏。約1時間余にわたる素
敵なひとときの幕を閉じました。
　演奏中、静かに目を閉じて聴き入っていた患者さんたちか
らは、演奏終了後「病院でナマの演奏が聴けて、ぜいたくな
気分が味わえた」「心が洗われた」などの感動や感謝のことば

がメンバーに
送られ、黒川
部 長 か ら は

「私たちの方
こそパワーを
いただきまし
た」と充実感
に満ちた言葉
で応えていま
した。

〈エレベーター改修工事〉

　患者さん・ご家
族 の 皆 様 方 か ら

「病名告知や治療
説明などを受けた
あと、疾患や治療
について説明内容
をより深く理解し
知識を得たい」と
いう要望があり、
平成19年5月に玄

関ホール棟2階に学習・情報コーナーを開設しました。
　同コーナーには、医療専門書（基礎・全般、成人、小児・
母性）、医療一般向け（成人、小児・母性、その他）薬剤、検
査、栄養関係の図書約400冊とパソコン2台が備え付けられ
ていますので、待合時間などに医学・医療情報の収集にご活
用ください。
　ご利用時間は、平日AM9:00 〜 PM4:30です。

病名、治療説明を
もっと知りたい方へ
〈学習・情報コーナー〉

ひととき、音の世界に酔う
患者さんたち
〈クリスマス・コンサート〉

看護師･助産師募集!

院外処方せんＱ＆Ａ
〜みなさんからよく聞かれる質問にお答えいたします！〜

処方せんの期限

Ｑ処方せんは、いつまでに薬局へ
持って行けばいいの？

Ａ処方せんには医師が発行してから、
「その日を含めて4日間」という期

限があります。当日以外でも4日以内で
あれば、おくすりを受け取ることがで
きます。
　期限が切れてしまった場合は再受診
となり、処方せんだけの再発行はでき
ません。なお、4日間には土曜・日曜・
祝日も含みますので、特に休前日の受
診の際にはご注意ください。

くすりの受取り方法

Ｑ処方せんを、どこの薬局に持っ
て行けばいいのか分からない？。

Ａ保険薬局と掲げている薬局であれ
ば、おくすりは全国どこでも受取

り可能です。

処方せんの確認

Ｑ薬局でおくすりを受け取ったら、
医師から指示された飲み方と薬

局で聞いた飲み方が違っていた。

Ａ医師から処方せんを受け取られた
際に、医師と一緒に処方せんの内

容を確認しましょう。発行された場で
確認することが大切です。

処方せんを失くしたとき

Ｑ処方せんを紛失してしまった、
どうしたらいいの？

Ａもう一度、落ち着いて探してみま
しょう。それでも見つからない場

合は、再度来院して受診して下さい。

薬局での待ち時間短縮方法

Ｑおくすりを取りに行った薬局で、
長時間待たされて困っている。

Ａ千葉大学病院1Ｆのエスカレー
ター脇に、千葉市薬剤師会が運営

するFAXカウンターがあります。事前に
薬局へ処方せん内容を知らせておけば、
薬局での待ち時間を短縮することがで
きます。ただし、おくすりを受け取る
ときには実際の処方せんが必要です。

＊そのほかご不明な点は、医師・薬剤
師にお気軽にご相談ください。

〈薬剤部から〉

　神経難病には、パーキンソン病、脊髄小脳
変性症、多系統萎縮症、筋萎縮性側索硬化症、
多発性硬化症、重症筋無力症など多くの疾患
があります。
　従来、これらの疾患は原因が不明で、治療
法がないといわれてきましたが、近年の医学
の進歩はすばらしく、次々と病態が明らかに
されるとともに、新しい治療法が登場してお
り、患者さんの予後はずいぶん改善してきて
います。
　もちろん、まだ難治性といわなければなら
ない疾患も少なくありませんが、今や重症筋
無力症は“重症”というレッテルをはずしても

いいかと思いますし、パーキンソン病の多く
は、“難病”の仲間に入れなくてもいいように
さえ思います。ところが、自分が神経難病と
診断されると、もう治療法がない大変な病気
とあきらめ、落ち込む人は少なくないようで
す。
　私どもの神経内科では、それぞれの病気ご
とに研究グループをつくって診療に当たって
おりますし、必要に応じてリハビリテーショ
ン部や脳神経外科、地域難病支援センターと
も連携をとっています。最新の医療を、ぜひ
お受けいただきたいと思います。

　（神経内科科長・服部孝道）

あきらめずに、ぜひ受診してみてくださいコラム

〈神経難病の最新医療〉

■資格／看護師・助産師免許を取得されている方
　　　　または新卒者で免許取得見込みのある方
■待遇／当院規定により優遇します。
■応募／電話連絡の上履歴書・看護師等の免許証（新卒の方
は成績証明書）を郵送下さい。勤務開始日等相談に応じます。

応募またはお問い合わせ先 総務課人事係　　（内線6020）
看護部副看護部長室（内線6519）

常勤職員・非常勤職員（パート）

☎ 043-222-7171

千葉大学医学部附属病院

Heart,
Skill 
Responsibility

心のこもった看護と

先進医療を支える看護技術を

看護職として責任を持って提供することです

私たちが
目指すもの

応募
随時受付
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　スギ花粉症は、日本人の6人に1人が発症しているともいわれ、まさに国民
病の1つになっています。しかも、まだ毎年患者が増え続けています。
　スギ花粉は、2月初め頃から飛び始め、3 ヵ月くらい続きます。花粉の飛散
量は、年によって大きく違っていますが、症状の強さはこの花粉の量に影響
されます。さて、今年はどうなるでしょうか？昨年の夏は、天気が良く日照
時間が長かったため花粉の生育が良くなり、今年の花粉の量は例年を上回る
と予想されています。
　くしゃみ・鼻水・鼻づまり・目のかゆみなど花粉症特有の症状が出始めた
り、ニュースや新聞などで花粉飛散の開始宣言が出たら、花粉症の初期治療
を始める時期です。医療機関で受診するとともに、マスクやメガネの着用な
ど、自分でできる予防対策を行いましょう。特に例年症状が強く出ている方
は、早めの対応が肝心です。早めの対応が花粉シーズン全体を通して症状を
軽くさせることにつながります。

（耳鼻咽喉・頭頚部外科　櫻井 大樹）

時
代
の
要
請
に
ど
う
応
え
る
か
？

　

わ
が
国
の
医
療
に
お
い
て
、
医
療
の
質
の
向
上
と
効

率
化
は
大
き
な
社
会
的
要
請
で
あ
り
、
大
学
病
院
に
お

け
る
整
形
外
科
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
つ
い
て
も
、

最
先
端
の
研
究
・
診
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
わ
が
千
葉
大
学
医
学
部
の
整
形
外
科
に
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
て
き
た︿
手
術
手
技
﹀が
あ
り
、

脊
椎
疾
患
、
関
節
疾
患
を
問
わ
ず
多
く
の
手
術
症
例
の

記
録
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、

そ
の
上
に
引
き
続
き
新
し
い
手
術
法
を
開
発
し
、
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
度
な
技
術
と
幅
広
い
見
識
を
持
っ
た
医
師
、
研

究
者
を
育
成
す
る
に
は
、
絶
好
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
、
そ
こ
で
一
人
で
も
多
く
の
学
生
諸
君
が
意

欲
を
燃
や
し
て
医
療
を
学
び
、
身
に
つ
け
て
社
会
に
巣

立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い―

と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
将
来
を
託
す
べ
き
学
問
は―

　

私
は
、
子
供
の
頃
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
憧
れ
、
造
船
技
術
者

に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
大
学
進
学
の
時
期

を
迎
え
た
昭
和
43
年
頃
か
ら
、
学
園
紛
争
が
激
し
く
な

り
、
ど
こ
の
大
学
で
も
講
義
や
研
究
が
行
わ
れ
な
い
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
出
し
た
結
論
は

﹁
進
学
は
、
自
分
の
将
来
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
を

明
確
に
方
向
づ
け
る
学
部
に―

﹂と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
高
校
の
物
理
の
教
員
を
し
て
い
た
叔
父

に
相
談
し
た
と
こ
ろ﹁
医
者
の
道
を―

﹂と
勧
め
ら
れ
、

私
も﹁
人
間
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
﹂と

い
う
気
持
ち
で
い
た

も
の
で
す
か
ら
医
学

を
志
す
こ
と
に
し
、

松
戸
市
の
自
宅
か
ら

通
え
る
千
葉
大
医
学

部
へ
の
進
学
を
目
指

し
た
の
で
す
。

　

昭
和
51
年
に
卒
業
し
、
当
時﹁
整
形
外
科
学
教
室
﹂を

主
宰
さ
れ
て
い
た
井
上
駿
一
教
授
に
師
事
い
た
し
ま
し

た
。
当
時
、
井
上
教
授
は︿
脊
椎
外
科
﹀を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
難
治
性
の
脊
柱
変
形
や
各
種
の
脊
椎
疾
患
に
対

す
る
手
術
治
療
に
果
敢
に
挑
戦
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
井
上
教
授
は
、
昭
和
62
年
４
月
新
潟

で
開
催
さ
れ
た﹃
第
60
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集

会
﹄で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
る﹁
小
児
脊
柱
変
形
の

治
療
﹂の
教
育
研
修
講
演
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
準

備
中
、
突
然
、
井
上
教
授
が
ス
ラ
イ
ド
に﹁
脊
椎
外
科

は
、
一
発
勝
負
！
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
﹂と
い
い
出
さ

れ
た
の
で
す
。

﹁
脊
椎
外
科
は
一
発
勝
負
﹂の
真
意

　

そ
の
真
意
は﹁
脊
椎
外
科
の
再
手
術
は
困
難
で
あ
り
、

最
初
か
ら
綿
密
な
手
術
計
画
を
立
て
、
一
回
で
手
術
の
目

的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
私
た
ち
医
局
員
は﹁
権
威
あ
る
学
会
の
講
演

で
使
う
こ
と
ば
と
し
て
は
奇
異
に
聞
こ
え
る
の
で
は
？
﹂

と
の
心
配
か
ら
、
説
得
を
重
ね
て﹁
一
発
勝
負
！
﹂の
こ
と

ば
は
や
め
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

井
上
教
授
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
約
20
年
。
こ
の
間

の
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
脊
椎
外
科
に
お
い
て

も
、
20
年
前
に
は
長
期
の
体
幹
ギ
プ
ス
固
定
を
必
要
と

し
た
疾
患
も
、
２
日
後
に
は
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
脊
椎
内
視
鏡
手
術
の
導
入
に
よ
り
、

一
層
の
最
小
侵
襲
手
術
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
困
難
な
再
手
術
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
私
の
胸

に
は﹁
脊
椎
外
科
は
一
発
勝
負
！
﹂と
い
っ
た
井
上
教
授

の
こ
と
ば
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
常
に
ベ
ス
ト
の

医
療
を
心
が
け
る
こ
と―

私
は
、
井
上
教
授
の﹁
一
発
勝

負
！
﹂の
こ
と
ば
が
、
貴
重
な
遺
言
の
よ
う
に
思
わ
れ
、

そ
の
度
に﹁
今
後
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
⋮
﹂

と
決
意
を
新
た
に
す
る
の
で
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
の
敷
地
内

外
に
あ
る
七
天
王
塚
は
、
千
葉

氏
が
北
極
星
も
し
く
は
北
斗
七

星
を
神
格
化
し
た
妙
見
さ
ま
を

信
仰
し
た
こ
と
か
ら
、
北
斗
七

星
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
七

つ
の
塚
は
、
北
斗
七
星
の
柄
杓

の
よ
う
な
形
に
配
置
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

航
空
写
真
が
な
か
っ
た
昔
は
、

形
よ
り
も「
七
」と
い
う
数
が
重

要
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

千
葉
氏
に
は
、
次
の
よ
う
な

説
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
始

祖
で
あ
る
平た

い
ら
よ
し
ぶ
み

良
文
と
平
将ま
さ
か
ど門
が

一
緒
に
な
っ
て
、
国く

に

香か

と
上
野

国
群
馬
郡（
現
在
の
群
馬
県
）の

染
谷
川
で
七
日
七
夜
戦
い
ま
し

た
。

千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院

整
形
外
科
学
教
授

　

高
橋 

和
久

F R E E      T A L K〈フリートーク〉

七天王塚と「七」 ②

よ
っ
て
、
戦
い
に
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、「
七
」と
い
う

数
が
繰
り
返
し
出
て
き
て
い
ま

す
。「
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
」と
い

う
言
葉
が
現
代
で
は
よ
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
妙
見
信
仰
で
は

「
七
」が
聖
数
な
の
で
す
。（
妙
見

信
仰
研
究
家
・
宮
原
さ
つ
き
）

　

良
文
勢
が
主
従
七
騎
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
に
、
川
上
か
ら

童
子
が
現
れ
、
矢
を
拾
っ
て
味

方
に
与
え
た
り
、
敵
に
射
か
け

た
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
七
騎

の
鬨

か
ち
ど
きが

数
万
騎
の
よ
う
に
聞
こ

え
、
国
香
勢
は
退
散
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

良
文
は
、
童
子
は
あ
り

が
た
い
仏
神
の
示
現
だ
と

思
い
、
土
地
の
人
に
尋
ね

る
と
、
近
く
に
七し

ち
せ
い
さ
ん
そ
く

星
山
息

災さ
い

寺じ

が
あ
り
、
本
尊
は
妙

見
菩
薩
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
七
騎
の
人
々
を

連
れ
て
寺
に
参
拝
し
、
小こ

笠か
さ
が
け懸
を
各
七
番
射
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
説
話
で
は
、
良
文

は
妙
見
さ
ま
の
ご
加
護
に

築
か
れ
た
実
績
を
基
礎
と
し
て
、

最
先
端
医
療
に
挑
戦
！

症状が出たら早めの対応を
スギ花粉症は今や国民病

　先日ある会議で、都内の某私立大学病院を訪問しました。入り口
すぐ正面に有名なコーヒーショップ、右手におしゃれな花屋さん、
その奥に受付があるという作りでした。「さすが都心一流病院のしゃ

れた心遣いだ」と感心しました。
　千葉大学病院の入り口には、受付でお困りの方に声をかけ、親切に手助けして
くれるスタッフがいます。ボランティアの皆さんです。受付以外にも、患者さん
のアメニティーを高めるため、たくさんのボランティアの方々が活躍されていま
す。本号では、こうしたボランティアの活躍を紹介させていただきました。
　米国で病院ボランティアになるためには、何ヵ月もの研修会に参加し、試験に
合格する必要があることを知り、さすがボランティアのメッカだと感心したことが
あります。日本では、今後もさまざまな分野でボランティア活動が広がっていくと
思いますが、千葉大学病院のボランティアの活動は患者さんにとってありがたい
存在であることは間違いなさそうです。    （呼吸器内科・臨床腫瘍部　瀧口 裕一）

あとがき
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医学部構内外に７カ所ある
七天王塚（千葉市指定文化財）

〈信条・趣味〉
・信条＝「和して同ぜず」

（各々が自立性を保ちながら、
全体としては調和しているこ
と。多様性を包含した統一
性が理想）
・趣味＝学生時代は、個人
スポーツで、日本古来の伝
統を持つ弓道に夢中になっ
た。現在は世界の切手収集。

〈新任教授紹介〉




